
和
食
と
は

　

和
食
と
は
、
日
本
の
伝
統
的
な

料
理
を
表
す
言
葉
で
料
理
の
ジ
ャ

ン
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て
使
わ
れ
ま

す
が
、
平
成
24
年
３
月
、
政
府
は

「
和
食
：
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文

化
」
と
題
し
て
、
日
本
食
文
化
を

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

申
請
し
ま
し
た
。「
和
食
」
を
料
理

そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
自
然
を
尊

ぶ
」
と
い
う
日
本
人
の
気
質
に
基

づ
い
た
「
食
」
に
関
す
る
「
習
わ
し
」

と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
財

　

平
成
25
年
12
月
４
日
、「
和
食
：

日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」
は
、

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
和
食
が
料
理
そ

の
も
の
で
は
な
く
、
日
本
人
の
こ

こ
ろ
に
基
づ
い
た
食
習
慣
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
24
日
は
和
食
の
日

　

日
本
の
秋
は
「
実
り
」
の
季
節

で
あ
り
、「
自
然
」
に
感
謝
し
、
五

穀
豊
穣
を
祈
る
祭
り
な
ど
の
行
事

が
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
季
節

で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
の
食
文
化

に
と
っ
て
大
変
重
要
な
時
期
で
あ

る
秋
の
日
に
、
毎
年
、
一
人
一
人

が
「
和
食
」
文
化
に
つ
い
て
認
識

を
深
め
、
和
食
文
化
の
大
切
さ

を
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
の
日
と

な
っ
て
い
く
よ
う
願
い
を
こ
め
て
、

11
月
24
日
は
「
い
い
日
本
食
」
和

食
の
日
と
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

和
食
は
、
長
寿
国
で
あ
る
日
本

の
食
習
慣
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
食
の
多
様
化

な
ど
に
よ
り
、
そ
の
存
在
感
は
薄

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
の
和
食

文
化
を
知
り
、
次
世
代
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

和
食
文
化

多様で新鮮な食材と
その持ち味の尊重

多様な食材の持ち味を
生かすための「知恵・
工夫・技術」が日本食
文化にはあります。

栄養バランスに優れ
た健康的な食生活

一汁三菜が基本の食生
活は栄養バランスがと
れ、長寿や肥満防止に
役立っています。

自然の美しさや季節
の移ろいの表現

季節のもので料理を飾
り、自然の美しさや四
季を表現することも和
食文化の特徴です。

正月などの年中行事
との密接な関わり

年中行事で食事の時間
を共にすることで、家
族や地域の絆を深める
役割をもっています。

それは・・・

Point
和食文化＝伝統的な日本人の食文化とはどういったものなのか。

日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化
で
あ
る
「
和
食
」
は
お
米
を
主
食
に
、
汁
と
い
く
つ
か
の
お

か
ず
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
健
康
的
な
食
生
活
で
、
日
本

人
の
長
寿
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
和
食
を
味
わ
う
上
で
最
も
重
要
な
「
だ
し
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

日
本
の
食
文
化
で
あ
る
「
和
食
」
に
つ
い
て
家
族
で
考
え
る
機
会
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

特集
和食

和食文化

えよう伝

伝
え
よ
う
、

　
和
食
文
化
。

和
食
文
化
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